別紙８－１
処理管理体制（処理行程）

1 　排出事業者が当社に廃棄物の処理を委託しようとした際、当社は排出事業者と××の廃材、残材及び流通不良品の収集運搬及び処分について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令（以下「施行令」という。）第６条の２の委託基準に従い委託契約を締結する。その際、委託を受けて処理を行う者との再委託契約に関する承諾も行う。

排出事業者は上記の回収すべき廃棄物が発生した場合は、ＦＡＸで当社情報センターに直接回収要請をする。

②　当社情報センターが回収要請を受けた場合、再委託契約を締結した収集又は運搬に関し責任を有し行う者（以下「収集運搬事業者」という。別紙２－１参照）に引き取りの指示を行うとともに、再委託契約を締結した処分に関し責任を有し行う者（以下「処分業者」という。別紙２－１参照）に処分の指示を行う。
その際、廃棄物の処理の確認方法については廃棄物管理票（別紙８－２）（以下「管理票」という。）を活用する。

③　収集運搬業者（Ⅰ）は、排出事業者のもとに赴き廃棄物を引き取り、管理票に排出事業者の確認等を受け、自らの受領確認の署名等を付した後、排出事業者に管理票の控え（a票）を渡し、回収拠点（□□運送××営業所。別紙２－２参照）へ運搬する。
当社□□支店は、回収拠点において管理票の排出事業者の確認、収集運搬業者（Ⅰ）の受領確認の署名等を確認するとともに、搬入された廃棄物の確認を行い、受領確認の署名等を付し、管理票の控えを収集運搬業者（Ⅰ）に２部（ｂ１票及びｂ２票）渡す。
収集運搬業者（Ⅰ）は管理票の控えの１部（ｂ２票）を当社情報センターに送付し、１部（ｂ１票）は自社で保管する。
当社情報センターは、収集運搬業者（Ⅰ）から送付を受けた管理票の控え（ｂ２票）の写しを排出事業者へ送付し、回収拠点への搬入終了を通知する。
④　回収された廃棄物が一定量に達するか一定期間経過したとき、収集運搬業者（Ⅱ）は当該廃棄物を当社（分別・手解体センター。別紙２－２参照）まで運搬する。
当社の分別・手解体センターは管理票の排出事業者の確認、収集運搬業者（（Ⅰ）及び（Ⅱ））、当社□□支店の受領確認の署名等を確認するとともに、搬入された廃棄物の確認を行い、受領確認の署名等を付し、管理票の控えを収集運搬業者（Ⅱ）に２部（ｂ３票及びｂ４票）渡す。
収集運搬業者（Ⅱ）は管理票の控えの１部（ｂ４票）を当社の分別・手解体センターに渡し、１部（ｂ３票）は自社で保管する。当社の分別・手解体センターは管理票の控え（ｂ４票）の写しを当社情報センターへ送付する。
当社情報センターは、当社の分別・手解体センターから送付を受けた管理票の控え（ｂ４票）の写しの写しをとり、排出事業者へ送付し、当社の分別・手解体センターへの搬入終了を通知する。
⑤　搬入された廃棄物は、当社の分別・手解体センターで分別・手解体を行い、製品等の原料として材料・素材メーカーに売却する。

⑥　当社の分別・手解体センターにおいて分別・手解体後、製品等の原料として売却不可能な廃棄物が発生する場合、当社は当該廃棄物の収集運搬を収集運搬業者（Ⅲ）に指示する。
収集運搬業者（Ⅲ）は、管理票の排出事業者の確認、収集運搬業者（（Ⅰ）及び（Ⅱ））、当社□□支店及び当社の分別・手解体センターの受領確認の署名等を確認するとともに、当該廃棄物の確認を行い、管理票に受領確認の署名等を付した後、処分について当社と再委託契約を結んだ処分業者の処理施設まで当該廃棄物を運搬する。
処分業者は、処理施設において管理票の排出事業者の確認、収集運搬業者（（Ⅰ）～（Ⅲ））、当社□□支店及び当社の分別・手解体センターの受領確認の署名等を確認するとともに、搬入された廃棄物の確認を行い、受領の署名等を付し、管理票の控えを収集運搬業者（Ⅲ）に２部（ｂ５票及びｂ６票）渡す。収集運搬業者（Ⅲ）は管理票の控えの１部（ｂ６票）を当社情報センターに送付し、１部（ｂ５票）は自社で保管する。
当社情報センターは、収集運搬業者（Ⅲ）から送付を受けた管理票の控え（ｂ６票）の写しを排出事業者へ送付し、処分業者への搬入終了を通知する。
⑦　搬入された廃棄物は、処分業者の処理施設で破砕及び圧縮し、製品等の原料として材料・素材メーカーに売却する。

⑧　処分業者の処理施設での処分が終了した際、処分業者は管理票に処分終了年月日等を付し、収集運搬業者（Ⅲ）及び当社情報センターへ管理票の控えを１部ずつ（ｃ２票及びｄ票）送付し、それぞれ保管する。
処分業者は管理票の控え（ｃ１票及びｅ票）を保管する。当社情報センターは、処分業者から送付を受けた管理票の控え（ｄ票）の写しを排出事業者へ送付し、中間処理が終了したことを通知する。

⑨　処分業者の処理施設での処理に伴い廃棄物（残渣物）が発生する場合、処分業者は当該廃棄物の排出事業者(以下「処分事業者」という。)として収集運搬及び処分について、収集運搬業者及び処分業者と施行令第６条の２の委託基準に従い産業廃棄物処理委託契約を結び、処理を委託する。
その際、処分事業者は廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の３の規定に基づき、産業廃棄物管理票（以下「マニフェスト」という。）を交付する。（又は電子マニフェストを登録する。）

⑩　収集運搬業者は、処分事業者のもとに赴き廃棄物を引き取り、マニフェストに処分事業者の確認等を受け、自らの受領確認の署名等を付した後、処分事業者にマニフェストの控え（Ａ票）を渡し、当該廃棄物を処分業者へ運搬する。
処分業者は処分事業者の確認、収集運搬業者の受領確認の署名等を確認するとともに、搬入された廃棄物の確認を行い、受領確認の署名等を付し、マニフェストの控えを収集運搬業者に２部（Ｂ１票及びＢ２票）渡す。収集運搬業者はマニフェストの控えの１部（Ｂ２票）を処分事業者に送付し、１部（Ｂ１票）は自社で保管する。
処分事業者は、（Ａ票）と（Ｂ２票）の内容を確認後、処分業者への運搬が終了した旨を当社情報センターに報告する。当社情報センターは、排出事業者に対し、運搬終了報告を行う。
⑪　処分業者の最終処分場での埋立処分が終了した際、処分業者はマニフェストに処分終了年月日等を付し、収集運搬業者及び処分事業者へマニフェストの控えを１部ずつ（Ｃ２票及びＤ票）送付し、収集運搬業者及び処分事業者はそれぞれ保管する。処分業者はマニフェストの控え（Ｃ１票）を保管する。

⑫　処分事業者は、処分業者からマニフェストの控え（Ｄ票）の送付を受けた後、管理票の控え（ｃ１及びｅ票）との整合を確認したうえで、管理票の控え（ｅ票）を当社情報センターへ送付する。
当社情報センターは、処分事業者から送付を受けた管理票の控え（ｅ票）の写しを排出事業者へ送付し、最終処分が終了したことを通知する。

